






















































す第 1～54巻で 134論文１となる。掲載論文総数は 1610論文であることから 8.3％となっている。研




1-7 37 0 （0.0％）
8-12 82 2 （2.4％）
13-17 82 3 （3.7％）
18-22 125 6 （4.8％）
23-27 158 8 （5.1％）
28-32 213 19 （8.9％）
33-37 217 20 （9.2％）
38-42 237 24 （10.1％）
43-47 191 17 （8.9％）
48-52 213 27 （12.7％）
53-54 55 8 （14.5％）














巻 1-17 18-27 28-37 38-47 48-54
障害全般 　 　 1 　
視覚障害 3 5 2 3 1
聴覚障害 1 7 12 5 3
知的障害 　 2 9 10 6
自閉症 　 　 7 10 10
発達障害 　 　 　 1 6
LD 　 　 1 　 2
肢体不自由 　 　 7 2
筋疾患 　 　 　 2 2
言語障害 1 1 　 1
重複障害 　 　 　 3 2
重症心身障害 　 　 2 3 3
健常児 　 　 　 1
※　研究所（2011）による表 6-3をもとに 48-54巻を加筆
このため、当該論文総数は 137論文となり、第 1～54巻を通して論文の割合が多い障害種は、聴覚















タは 24.4％（第 38～47巻）であったものが、14.3％（第 48～54巻）となっている。AACは 24.4％（第
38～47巻）であったものが、42.9％（第 48～54巻）となっている。支援ツールは 13.3％（第 38～47巻）





巻 1-17 18-27 28-37 38-47 48-54
施設・設備・環境
　バリアフリー
　 2 　 2
コンピュータ　ワープロ　CG　CAI
　アクセシビリティ　情報検索
　 3 9 11 5
インターネット
　eラーニング　テレビ会議
　 　 　 2 3
シミュレーション 　 　 1 　
オプタコン 2 2 　 　
その他視覚障害用機器等 1 1 　 1
補聴器 1 4 6 3 1
人工内耳 　 　 3 1
字幕挿入 　 2 　 　
その他聴覚障害用機器等 　 1 1 　 2
AAC　VOCA　トーキングエイド
　絵カード　写真カード　シンボル
1 1 9 11 14
スイッチ　入力装置 　 　 2 4 3
支援ツール
　生活技能支援ツール
　 　 3 6 4
ビデオ　テレビ　スライド 　 　 3 　
教材・教具　補助具　玩具 　 　 3 1 3





2010年代は書字障害（平林 ルミ・河野 俊寛・中邑 賢龍（2010））や読字障害（石坂 郁代（2011））、
読字障害・電子教科書（近藤 武夫（2012））といった自閉スペクトラム症に多い読み・書きに関する
論文や教育効果、病院退院後の教育的支援などへの ICT活用などの今日的な課題に対応した論文が
みられる。AACの具体的内容については、研究所によると 1990年代は、ハイテクな VOCA（Voice 
Output Communication Aids）やその一種であるトーキングエイド（キーボード一体型の VOCA）の活
用がみられ、2000年代になると、VOCAの他、PICシンボル（Pictogram Ideogram Communication）
や PECS（Picture Exchange Communication System）などのテクノロジーに大きく依存しない研究に
変化しているとのことである。2010年代は、VOCAなどのハイテク機器の利用というよりも、自閉症
や発達障害、知的障害を対象とした教育や生活場面での指導・支援への利活用という論文が多い。例
えば、関係の再調整（圓山 勇雄・宇野 宏幸（2013））、御用学習２（岡本邦広・井澤 信三（2013））、非
音声言語コミュニケーション（小島 拓也・関戸 英紀（2013））、音声言語要求の獲得と拡張（熊 仁美・























日本語誌巻 英文誌巻 掲載論文総数 当該論文数と割合
1-8 1-7 159 2（1.3％）
9-13 8-12 91 2（2.2％）
14-18 13-17 121 1（0.8％）
19-23 18-22 188 3（1.6％）
24-28 23-27 435 9（2.1％）
29-33 28-32 530 15（2.8％）
34-38 33-37 516 5（1.0％）
39-40 38-39 166 2（1.2％）
計 　 2206 39（1.8％）









日本語誌巻 1-13 14-23 24-33 34-40
英文誌巻 1-12 13-22 23-32 33-39
障害全般 2 1 10 1
視覚障害 　 　 1
聴覚障害 　 1 7
知的障害 　 1 2
自閉症 　 　 1 4
発達障害 　 　 　 1
LD 　 1 2
肢体不自由 　 　 1
重複障害 1 　 　 1
重症心身障害 1 　 　




から 14.3％（第 34～40巻）と減少している。また、自閉症は 4.2％（第 24～33巻）から 57.1％（第




14.3％（第 34～40巻）と増加している。コンピュータは 24.0％（第 24～33巻）から 57.1％（第 34～40巻）
と増加し、インターネットは 20.0％（第 24～33巻）から 0％（第 34～40巻）と減少している。また、
AACは 24.0％（第 24～33巻）から 28.6％（第 34～40巻）と増加している。
表 6　『日本教育工学雑誌』等掲載の当該論文が取り扱うアシスティブ・テクノロジーと論文数
日本語誌巻 1-13 14-23 24-33 34-40
英文誌巻 1-12 13-22 23-32 33-39
アシスティブ・テクノロジー全般 1 　 2 1
施設・設備 1 　 　
コンピュータ　CG　CAI　情報化
　 マルチメディア　仮想空間　データベース




字幕挿入 　 　 1
AAC　シンボル 　 　 6 2
ビデオ　テレビ　スライド 1 　 1
その他 　 　 4






森 正仁・長澤 正樹・植野 真臣（2010）、小川 修史・掛川 淳一・森広 浩一郎（2011）、小川 修史・藤
井 祐次・掛川 淳一・高野 美由紀・森広 浩一郎（2012）、水内 豊和（2015））。内容としても多岐にわ
たり、単なる機器利用ではなく、特別な教育的ニーズを克服・改善するための教育工学的な手法によ
るアプローチがみられる。AACについては、携帯電話,買い物指導（坂井 聡・宮崎 英一・二宮 綾子・












原著論文 166 （25％） 7 （9％）
資料論文 178 （26％） 18 （24％）
実践研究論文 186 （28％） 39 （52％）
展望論文 38 （6％） 0 （0％）
研究時評 108 （16％） 11 （15％）
計 676 （100％） 75 （100％）
※　研究所（2011）による表 6-9をもとに 48-54巻を加筆











論文 456 （29.3％） 4 （12.9％）
資料 181 （11.6％） 6 （19.4％）
ショートレター 866 （55.6％） 19 （61.3％）
寄書 15 （1.0％） 1 （3.2％）
展望 9 （0.6％） 0 （0.0％）
総説 25 （1.6％） 0 （0.0％）
研究速報 5 （0.3％） 1 （3.2％）
1557 （100％） 31 （100％）






論文の割合は、表 8に示すように 12.9％（日本語誌第 1～40巻）であり、研究所による 12.5％（日
本語誌第 1～33巻）から 14.3％（日本語誌第 34～40巻のみの割合）と近年やや増加傾向にある。ショー
トレターは、『特殊教育学研究』の実践研究論文に相当するものであるが、研究所による 58.3％（日
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